
「くすりのシリコンバレー TOYAMA」創造コンソーシアム

産学官連携シンポジウム2021産学官連携シンポジウム2021
～新たなイノベーションを富山に！～～新たなイノベーションを富山に！～

主催：「くすりのシリコンバレー TOYAMA」創造コンソーシアム（富山県、富山大学、富山県立大学、（一社）富山県薬業連合会）

10月1日（金）15：00～18：002021年日時

富山国際会議場2階多目的会議室 ※オンライン同時配信会場

「地方に新しい産業をいかに創っていくか」
株式会社 宮田総研 代表取締役　宮田 満 氏●コーディネーター

●パネリスト

冨田 勝 氏

リーヴェ・オンゲナ 氏

豊田 美和 氏

慶應義塾大学先端生命科学研究所 所長

VIB（フランダースバイオテクノロジー研究所） 
科学政策シニアマネージャー
国際資金調達オフィス・ヘッド

VLP Therapeutics Japan 合同会社
最高事業開発責任者

稲田　裕彦 氏

森　　俊介 氏

富山県薬業連合会 理事・国際交流委員会委員長

「くすりのシリコンバレー TOYAMA」
創造コンソーシアム副事業責任者

慶應義塾大学先端生命科学研究所 所長　冨田 勝 氏

リーヴェ・オンゲナ 氏
VIB（フランダースバイオテクノロジー研究所）
科学政策シニアマネージャー、
国際資金調達オフィス・ヘッド　

（富山市大手町1-2）

1）「鶴岡サイエンスパークにおける地方創生、産業振興」

2）「VIBが設立された背景や活動について」

3）「新型コロナウイルスの多種の変異株を防御できる
　　ヒト・スーパー中和抗体の作出」

4）「自己増殖RNAテクノロジーを用いた新型コロナウイルス
　　感染症（COVID－19）に対する国産ワクチン開発」　

仁井見 英樹 氏
富山大学学術研究部医学系
臨床分子病態検査学講座 准教授

豊田 美和 氏
VLP Therapeutics Japan 合同会社
最高事業開発責任者

休　憩（10分）

プ ロ グ ラ ム

オンライン

オンライン

富山県知事　新田 八朗 （事前収録）

「くすりのシリコンバレーTOYAMA」創造コンソーシアム
事業責任者　森　 和彦

挨拶１

基調講演（110分）2

パネルディスカッション（60分）3



冨田 勝 様

基 調 講 演
パネリスト

とみ　た　　まさる

VIB（フランダースバイオテクノロジー研究所）
科学政策シニアマネージャー、国際資金調達オフィス・ヘッド

慶應義塾大学先端生命科学研究所 所長

リーヴェ・オンゲナ 様

基 調 講 演
パネリスト

慶應大学工学部卒業後、米カーネギーメロン大学に留

学し、コンピュータ科学部で修士課程（1983）と博士

課程（1985）修了。その後、カーネギーメロン大学助手、

助教授、准教授、同大学自動翻訳研究所副所長歴任。

1990年より慶應義塾大学環境情報学部助教授、教授、

学部長を歴任。慶應鶴岡発ベンチャー企業「ヒューマ

ン・メタボローム・テクノロジーズ（株）」を創業し、

2013年東証マザーズ上場。「スパイバー（株）」社外取

締役。「サリバテック社」、「メタジェン」など、計7社の慶

應鶴岡発ベンチャーを創業または創業支援。

取得学位：Ph.D（情報科学）、医学博士（分子生物学）、

工学博士（電気工学）、政策メディア博士（地方振興策）

仁井見 英樹 様

基 調 講 演

に　　い　み　　　ひで　　き

富山大学学術研究部医学系　
臨床分子病態検査学講座 准教授

1998年鹿児島大学医学部卒業、同年鹿児島大学医学

部 臨床検査医学講座、2000年～2002年 癌研究会癌

研究所 生化学部、2003年～2005年 スウェーデン　

ウプサラ大学　ルードヴィヒ癌研究所、2005年～

2019年富山大学附属病院 検査・輸血細胞治療部 副

部長。

2015年～富山大学学術研究部医学系 臨床分子病態

検査学講座 准教授、2016年～富山大学附属病院 遺伝

子診療部 部長、2018年～富山大学附属病院 総合感染

症センター 副センター長、2019年～富山大学附属

病院 検査・輸血細胞治療部 部長。

VIB内外での世界規模の研究プロジェクトのベンチ

マーキングに参画。Open Science Policy Platform 

のEU Life（ライフサイエンス分野の研究機関のアラ

イアンス機関）の代表を務めるとともに、VIBの国際

資金調達オフィスの責任者として、欧州内外からの

ファンディングに取り組む。ゲント大学で植物学博士

を取得後、Innogenetics（現Fujirebio Europe）で

国際ビジネス連携や市場開拓を担当。

1990年～1992年には、千葉大学、京都大学でそれ

ぞれポスドクとして勤務、1993年～1995年には、

富士レビオ、伊藤忠テクノケミカル（現伊藤忠ケミカ

ルフロンティア）でビジネストレーニングを受ける。

豊田 美和 様

基 調 講 演
パネリスト

とよ　　だ　　　み　　わ みや　た　　みつる

株式会社 宮田総研 代表取締役VLP Therapeutics Japan合同会社
最高事業開発責任者

宮田 満 様

コーディネーター

1997年、東京大学薬学系研究科修士課程修了後、小野

薬品工業株式会社に入社し、研究開発および事業開発

に従事。2014年12月から2021年1月まで、ジャフコ

グループ株式会社のベンチャーキャピタリストとして、

国内外の医薬・バイオテック系スタートアップに対して

投資実行し、社外取締役やオブザーバーとしてハンズ

オン支援を行う。また、厚生労働省委託「医療系ベン

チャー・トータルサポート事業」（MEDISO）のサポー

ターや、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）大

学発新産業創出プログラム（START）の事業プロモー

ターとして技術シーズの産業化を支援。

稲田 裕彦 様

パネリスト

いな　だ　　ひろ　ひこ

一般社団法人富山県薬業連合会 理事・
国際交流委員会委員長

1990年富山医科薬科大学大学院を修了（薬学博士）

し、1991年米ユタ大学へ留学。1994年山之内製薬

（現アステラス製薬）株式会社に入社、1998年救急薬品

工業株式会社に入社し、2002年同社代表取締役に就任。

2015年～富山薬窓会（富山大学薬学部同窓会）会長、

2019年～富山大学経営協議会委員。

2010年～富山県薬業連合会理事、2013年～富山県

薬業連合会国際交流委員会委員長、2021年～富山県

医薬品工業協会副会長。

東京大学理学系大学院植物学修士課程修了後1979

年に日本経済新聞社入社。日経メディカル編集部を経

て、1981年バイオテクノロジー専門誌日経バイオテク

創刊に携わる。1985年に日経バイオテク編集長に就任

し、2015年に株式会社宮田総研を設立。2017年、株式

会社ヘルスケアイノベーションを設立。2020年6月より

バイオ・先端医療関連のベンチャー企業に投資を開始。

厚生労働省厚生科学審議会、文部科学省科学技術・学術

審議会、生物系特定産業技術研究支援センターなど、

様々な公的活動に従事。

森 俊介 様

パネリスト

M E M O

もり　　とし　ゆき

「くすりのシリコンバレー TOYAMA」創造コンソーシアム
副事業責任者

1995年北海道大学大学院薬学研究科博士課程修了・
薬学博士。1995年より米国国立ガン研究所で 主にバイ
オ医薬・感染症の研究に従事、2005 年より武田薬品工
業（株）でバイオ医薬品の研究開発等の新規事業の立ち
上げなどに関与、 2014年独立系投資会社に入社し、主
に日本で上場しているバイオベンチャー企業への投資
運用に参画。TM パートナーズ合同会社を設立し、各種
コンサルタント業務やベンチャーキャピタル、バイオベ
ンチャー 、アカデミアの支援業務等を行なっている。業
務の一環として、2018年10月から2年間ベルギーのベ
ンチャーキャピタルのインベスメント・パートナーに就
任し、日本とヨーロッパの創薬、医療機器等の未上場企
業への投資を行なった。
2021年J Biosciences 株式会社を設立し、日本の創薬
を世界へ展開するサポート事業 を開始。


